
 
 

 

藤沢周平が愛してやまなかった山形県鶴岡。明治維新のころからこの地で養蚕業が始まりました。 
今なお養蚕から織物つくりまで、一貫したプロセスを全て同一地域で行う、日本でも稀有なところです。 

繭から生糸を手繰る糸口を探すときに出る副蚕糸である「きびそ」。 
その「きびそ」で作られた、軽やかで立体感のある絹製品を鶴岡よりお届けします。 

 
 
 

10月にRinにて初お披露目した「kibiso」展は、 
アパレル業界、テキスタイル界、デザイン界、織物愛好家まで 

幅広い方々に、大きな話題を呼びました。 
 

期間中Rinショップでは、「kibiso」プロジェクトと鶴岡の良質な物づくりを 
紹介するとともに、スカーフ・ストール・バッグなど、商品の展示・販売をいたします。 

 
 

         
 

       

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 協力 鶴岡織物工業協同組合 

◆日 時   ２００９年２月１６（月）～３月１日（日） １１：００～１９：００ 

◆会 場   Ｒｉｎ （東京都港区北青山３－６－２６） 電話 ０３－６４１８－７０２０ 

東京メトロ銀座線･半蔵門線･千代田線「表参道駅」Ｂ２またはＢ４出口より徒歩２分

 


